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横浜市・区明るい選挙推進⼤会が開催されました！

新型コロナの感染症法上の位置づけが２類から５類に移行し、従来の対面での啓発活動が

だいぶ戻ってきました。これからも活動内容をご紹介し、地域に明るい選挙の運動の輪を

広げていきたいと考えています。事務局では、紙面の充実を図るため、今後掲載してほしい

記事など皆様からのご意見やご感想を募集しています。効果が期待できる啓発方法なども

ございましたら、ぜひお寄せください。

投票するポーズの「港北区ミズキー」が新登場しました！

こちらから↑

明るい選挙推進研修会を実施しました！

太尾⼩学校で模擬投票、樽町中学校で職業体験を実施しました！ ふれあいまつりでキャラクター選挙を実施しました！

５位まであと

一歩及ばず・・・

港北区のキャラクターとして親しまれている「港北区

ミズキー」。このたび投票するポーズが新たにデザイン化

され、これからは港北区の啓発活動を盛り上げます。

イラストは、公式HPの「港北区ミズキーのお部屋」の99

番からダウンロードできます。

キャラクター選挙 開票結果

11月29日に港北公会堂で、推進員向けに研修会を開催し、主権者

教育分野の第一人者で慶應義塾大学SFC研究所上席所員の西野偉彦氏を

講師に迎え、「地域において投票率をどう向上するか 」をテーマに講演

を行いました。当日は、各地区から推進員40名

が参加し、各自で配付されたワークシートに、

若者から高齢者まで各世代で効果が期待できる

啓発は何かを記入し、意見を交換し合うなど、

実のある研修会となりました。

講師から紹介された全国の先進的事例

・国や地域の課題を討論する「模擬議会」（県立湘南台高校）

・統一地方選挙で実施された「選挙割」（トレッサ横浜や他区商業施設など）

・都政や国政の政策テーマ（争点）について学べる「MY争点オンライン」（東京都）

・地域の歴史人物やゆるキャラとコラボした「投票済証」（福知山市、函館市など）

・超高齢社会に対応した「移動投票所」（青森県田子町、兵庫県神河町など）

11月７日に新都市ホールで、18区の推進員が一堂

に会し、明るい選挙推進大会が開催されました。第一部

の式典では、磯子区明推協会長により大会決議文が読み

上げられ、満場の拍手を持って採択されました。第二部

では、脳トレで知られる東北大学加齢医学研究所の

川島隆太教授の『脳を知り、脳を育み、脳を鍛える』を

テーマに記念講演が行われました。また、会場内の

ブースでは、各区の啓発活動を紹介するパネルが展示

され、港北区も統一地方選の啓発や新規コンテスト事業など、写真を交えてPRしました。

参加された皆様、ありがとうございました。

１月19日、樽町中学校で職業体験を実施しました。23人の中学

生が、選管書記から選挙管理委員会の業務内容について説明を受け、

投票所の設営や開票作業など選挙実務の仕事を実体験しました。

11月25日、ふるさと港北ふれあいまつりが横浜

アリーナで開催され、港北区明るい選挙推進協議会も

ブースを出展。好きなキャラクターを選ぶ選挙を実施し、

子どもを含む1,000人の来場者に、実際の記載台と投票

箱を使った模擬投票を体験してもらいました。

©港北区ミズキー

選挙の実施には多く

の人が関わっている

ことを知れました。

開票体験が楽しかっ

たです。
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11月24日、太尾小学校で６年生124人

を対象に模擬投票を実施しました。テーマ

は「校長先生に授業してもらう教科」。

投票で決まったのは「社会」。校長先生

には、児童に選挙の大切さを教えてくれる

ものと期待します。
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